
 

対 策  

 

事故発生状況  

高負荷作業の繰り返しにより、左前アウトリガ付け根のサポートに亀裂が

発生し、その状態で使用を続けたため破断に至った。 

原 因  

X型アウトリガ損傷による転倒事故 事故 
事例 

ラフテレーンクレーン 

HJ12-01-0 

定期点検時に点検する 

構造部分に損傷がある場合は、直ちにタダノ指定サービス工場で 

点検・修理を受けてください。 

構造部分＝クレーンにて荷を吊り上げる際に、支持している部分。 
(ブーム,ジブ,旋回フレーム, シャシーフレーム,アウトリガ等) 

・構造部分に亀裂等が発生し

ている状態で使用を続ける

と、重大な事故を引き起こす

おそれがあります。 

・定期点検（月例・年次）等で

構造部分に損傷が無いか

確認してください。 
 

ブーム,ジブ 旋回フレーム 

アウトリガ 

シャシーフレーム 
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経年使用のクレーンにて荷物を吊り上げ
たところ、左前アウトリガ付け根のサポート

が破断して、クレーン車が傾いた。 
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